
 

 

＜HIV感染は早期発見・早期治療が重要！＞ 

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）感染の原因の多くは性行為です。令和５年の国内で報告された 

新規 HIV感染者とエイズ患者の報告数は 960件に上っています。 

福井県でも例年 HIV感染者とエイズ患者は数件の報告がある状況で、気付いた時はすでに 

エイズを発症している患者も報告されています。 HIVの治療は進歩しており、検査により感染を 

早期に発見し、治療を早期に開始することでエイズの発症を防ぐことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜梅毒の感染者が増加中！ 早めに検査でチェックを＞ 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 

12月３日（火） 

17:30～20:00 
 

【場  所】 福井健康福祉センター 1階 （福井市西木田２丁目 8－8） 

● 無料・匿名で相談・検査を実施します。 

● 事前予約が必要です。（先着順） 

● 検査結果は一週間後に来所いただきお伝えします｡ 

● 血液検査を実施しますが、正確な結果を出すために感染の 

機会から３か月以上経過していることが必要です。 

 

 

現在、全国的に梅毒の感染者が急増しており、県内でも令和４年は年間 63名と過去 10年間 

で最多となっています。   【参考：令和５年（５４名）、 令和６年９月末時点（３３名）の報告あり】 

梅毒は性行為が主な原因の性感染症です。性感染症にかかると性器の粘膜が傷つくことがあ 

るため、そこから HＩＶにも感染しやすくなります。梅毒は早期に発見し、きちんと治療をすることで 

完治しますが、再び感染する可能性がありますので、しっかり予防対策することが必要です。 

 

 

 

  

１２月１日の「世界エイズデー」に合わせて 

夜間のエイズ相談・検査を実施します 

  

  

エイズ（後天性免疫不全症候群）とは・・・ 

主に性行為により HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染することでおこる病気です。 

「HIV感染＝エイズ」 ということではありません。HIV感染を放置すると、からだ 

を病気から守っている免疫細胞が破壊され減ってしまうことで、普段は感染しない 

病原体にも感染しやすくなり、さまざまな病気を発症するようになります。その病気が 

「エイズ指標疾患」とされる病気に当てはまるとエイズを発症したと診断されます。 

ご心配な方は、ぜひこの機会に検査を受けてみませんか 

 

【お問い合わせ先】 

福井県福井健康福祉センター 地域保健課 

TEL：０７７６－３６－６８１０ 

 

肝炎ウイルス（B型・C型）、梅毒、性器クラミジア

検査も同時に実施しています。 


